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例 言

1.本書は､大田市教育委員会が石見銀山遺

跡の総合調査 ･整備事業に関連して実施し

た発掘調査､立会の調査概報である｡

2.本書の内容は平成IO年-1/1年度の調査

結果のうち､重要文化財旧熊谷家住宅遺構

確認調査､県指定阿部家遺構確認調査､電

線類地中化城上神社前調査､本谷遊歩道整

備関連調査について記したものである｡

3.調査によって得られた図面､写真および

出土品は大田市教育委員会にて管理してい

る｡



日 次

Ⅰ.重要文化財旧熊谷家住宅 (E54)遺構確認調査

Ⅲ.県指定史跡阿部家 (E16)遺構確認調査

Ⅲ.城上神社前の調査

Ⅳ.本谷遊歩道整備関連調査

石見銀山遺跡平面図 (1:25,000)



Ⅰ重要文化財旧熊谷家住宅(E54)
遺構確認調査

1調査場所

大森町ハ63番地

2調査期間

平成13年6月5日～平成13年6月15日

平成14年4月8日～平成14年 5月2日

平成14年 7月15日～平成14年10月4日

平成1/四三12月10日～平成15年 2月28日

3調査日的

重要文化財旧熊谷家住宅主屋他5棟保存

修理工事にかかる遺構確認調査

4調査面積 約420m2

5調査概要

旧熊谷家住宅は寛政12(1800)年の大火で焼

失した後の再建といわれ､郷宿､掛屋､代官所の

御用商人や町年寄をつとめた商家である｡

大森銀山伝統的建造物群保存地区の建物の中

で最も規模が大きく､時代の推移を示した屋敷

構え等に特徴があるとされる｡

｢主屋｣は通りに面し､主屋北側に｢北道具蔵｣､

その東に｢小蔵｣｢衣裳蔵｣がある｡

｢主屋｣後方には｢東道具蔵｣が西面して建ち､

南方には｢米蔵･雑蔵｣が敷地境に北面して建つ｡

遺構確認調査は､下図に示した｢明治五年指

図｣を基本に､現況で失われてしまった部分､あ

るいは現存する建物の下部を調査することで､

復原修理に供する情報を得る目的で実施した

平成13年度には､｢離れ｣｢土蔵｣｢御銀蔵小路｣

｢米蔵･雑蔵｣を調査｡

平成14年度には､主屋を中心に ｢東道具蔵｣

｢北道具蔵｣｢地下蔵｣｢衣装蔵｣について調査を

実施した｡

明治5年の平面図(指図)
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【離れ ･土蔵 ･御報蔵小路】

離れ｣｢土蔵｣は現存せず､調査着手時点では延

べ石によって区画された道が中央に､左右に畑

が位置していた｡

調査は草木や耕作土の除去の後､トレンチを

設定し掘り下げた｡調査の結果､｢離れ｣｢土蔵｣に

ついて､アミの部分の石が指図に示された建物

の場所と合致した｡
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調査前の状況

離れ ･土蔵 トレンチ平面図 (1/100)



離れ ･土蔵の右横状況

｢土蔵｣は指図にあるように三間×三間半

の規模で北東及び南西の石列を留めていた｡

｢離れ｣東側の延べ石が中央の トレンチ壁面

で検出され､指図の信悪性が高いことが判明

した｡そのため､ ｢離れ｣の礎石は､指図か

ら適当な場所を割り出し､50cnlX50cnl区画の

第 2トレンチ

トレンチを設定し掘り下げた｡結果､礎石の可

能性がある板石が検出された部分が3箇所､明

確に礎石を検出できなかった部分が3箇所であ

った｡

｢御銀蔵小路｣は指図に ｢銀蔵小路｣と記

載されている､熊谷家住宅南側を東西に走る

道である｡

銀山川対岸に銀納める｢御銀蔵｣が位置して

いたことが知られており､｢熊谷家｣が｢御銀蔵｣

に関わっていたことも推測できる｡

｢御銀蔵小路｣には､小路を横断する方向に

4箇所 トレンチを設定し､掘り下げた｡

上層の締まりのない堆積土を除去すると､カ

ラミや小円磯が敷き詰められた道面を検出し

た｡また､道の両脇に石積みの側溝があるこ

とを確認した｡

0 2m

御報蔵小路平面 断面図 (l/50)
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【米蔵 ･雑蔵】

米蔵 ･雑蔵平面図 (1/50)
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米蔵 ･雑蔵 土層図 (1/40)
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米蔵 ･雑蔵 土坑実測図 (1/20)

｢米蔵 ･雑蔵｣は現存する旧熊谷家住宅の建

物でも最古であり､寛政の大火直後の創建と

されている｡

全解体修理のため､完全に上屋を除いた

状態で調査を実施した｡

調査の目的は､土間部分と床部分の相違

また､水害による土砂の堆積や､土間の構

築状況､蔵内部の地下遺構を探ることであ

った｡

土間部分と床部分は断面図に示すように

明【酎こその違いが確認された｡

南北方向に設定した中央のトレンチでは

蔵の基礎工事と見られるレキ敷きの状況を

確認し､東側の入り口付近には木囲いの土

坑を検出した｡

蔵南側では､石見焼の饗､rハンドウ｣が埋

置してある状態で出土した｡
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上図は､｢離れ｣｢土蔵｣｢米蔵雑

蔵｣からの出土遺物で､江戸末～

明治のものである｡

12は､つまみのない磁器の

蓋｡16は｢離れ｣の トレンチ内か

ら出土 した肥前系磁器､広東碗

で､18世紀末～19世紀初頭頃の

製作年代である｡

17のキセル雁首は､19世紀代

に見られる形状を呈している｡

陶磁器は､産地を特定できな

ものも多い｡
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出土遺物実測図 (1/3)

0 10cm

解体に伴う調査の状況



主屋の主屋内部

半解体修理の状況
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現況の建物図に主屋の調査によって検出さ 屋外の調査部分は延べ石や水路の石製樋を

れた遺構平面を重ねた図である｡ 検出し､礎石も確認された｡
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明治5年の指図と検出の遺構 (1/200)

検出された遺構平面に明治5年の指図を重 となった｡

ねた図である｡現況では屋外で検出された追 台所付近など､明治5年の指図に一致しない

偶も､明治5年の遺構に合致すること明らか 遺構は､より古い遺構が検出された箇所である｡
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【作業場】

礎石付近で確認された焼土層

作業場周辺で確認された遺構の写真である｡

作業場では､明治5年の大森郵便局開設記念

の陶磁器が出土している｡また､指図に見え

る風呂場の石製樋等を検出した｡

主屋の柱の下部は､入念な地業がなされて

おり､加工形成が大まかな､大きな礎石を用

いている｡

作業場でも指図に表現されていない土坑を

検出した｡

- 10 旧熊谷家

作業場遺構検出状況

土坑検出状況



礎石 ･延べ石の状況

【地下蔵】

地下蔵は､切り石の堅微積みされた中古の 南側､東側には石積みが無く､抜き取られ

遺構である｡深さは約2mを測る｡戦後に哩 た後に一気に埋め立てられた状況を確認した｡

め立てられ､地盤沈下していた｡

地下蔵の堆積状況
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1明灰黄色土

2時灰色I占3t土

3 明灰褐色土

4 褐色抄Ji

5明灰色帖文士
6 黄褐色抄父土

7哉灰色土

8時灰黄色土
9 時策鳩色土

10灰褐色抄井土

11明先灰色土

12時赤褐色粘文士

13灰褐色祐実土

14明絹色土

15灰苛色砂文士
16灰荒色土

17灰翁色土

18茶褐色土

19明茶褐色土

20第色粘父土
21末梢色土

22明茶褐色土

23明美事占yt土

24明夫娼色土

25暗褐色抄3t土
26毛色姑文士

27時策褐色I占7(土

28明褐色粘3(土

29赤枯色土
30時灰爺色土

31時黄灰色結果土
31●暗貢灰色粘笑土

32暗褐色土
33硬混じり暗褐色土

34襟混じり灰椙色土

【勘定場 ･土間 ･居間】

← l J ⊂ ⊃し

〕

I 一旦-

Q ち日 ∫∫′日 ∫∫′

地下蔵実測図 (1/30)

勘定場の土間
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0 2m
l l

左は新旧の延べ石が直交している状況の写真

である｡ F層で横山された延べ石は､明治 5

年の指図上に示されておらず､それ以前に構

築されたl･用巨性がある｡

左下は勘定場他の土間の写真である｡2回

以上七間が構築された状況を確認した｡

下は居｢～掴＼ら地下蔵にかけての部分で炭化物

の厚い堆精が検出された状況である｡

炭化物の集中がみられた部分



【台所】
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/ I鴫 卑 毎 号Il 滞 L

屋外で検出された2基のカマ ドである｡指

図と一致するが､小規模な整地や改変が数回

行われていた状況が確認された｡

水路は､指図に表現されていない｡斗甘土を

用いた水路跡と石製の樋の2種類が検出され

ている｡

｢大釜｣の検出状況

台所下層の焼土

旧熊谷家 13

水路検出状況



Ⅱ 県指定史跡阿部家(E16)
遺構確認調査

1調査場所

大森町ハ159番地 1

2調査期間

平成13年 5月15日～平成13年 5月17日

平成13年Ⅰ2月4日～平成13年12月6日

平成14年3月20日～平成lJ1年4月24日

平成14年 7月18日～平成14年8月8日

3調査日的

県指定阿部家保存修理工事にかかる遺構確認

調査

4調査面積 50m2

5調査概要

阿部家は代官所から約800m南で､大森の

町並みのほぼ中央に位置している武家の住宅

である｡

遺構確認調査は､大田市教育委員会が大田

市石見銀山課から依頼され実施した｡

調査は､現況の建物周辺および台所付近の

清掃､若干の表土剥ぎを行い､建物調査を補

足する目的で実施した｡

調査前全景

調査箇所は､建物内部の土間面にトレンチ

4箇所､土蔵 1の南西側に水道管埋設に伴い

｢L｣字 トレンチを1｡土蔵 2の基礎及び周

辺の状況を確認するため トレンチ2箇所｡

池の南西部分の確認のため ｢十｣字 トレン

チを1｡入り口付近では表土剥ぎの実施とト

レンチ 1を配した｡

阿部家位置図
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阿部家調査前(現況)平面図(1/150)



【門長屋･前庭】

道路からの入り口から前庭の部分は表土を

除いた段階で､右列が検出された｡石列は踏

み石と水路で､建物と共に比較的新しい段階

まで使用されていた｡

道に面した部分は､門長屋の確認を行った｡

トレンチで掘り下げたところ､トレンチ中央で

深さ1mの掘削痕が確認され､明確な遺構を

検出することは困難であった｡また､道路に

伴う水路も道路改良などにより修復されてい

た可能性が高い｡

作業風景

EBDnu
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前庭平面図(1/75)
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門長屋部分トレンチ平面図･土層図 (1/50)

【台所･土間･蔵周辺】

トレンチ調査によって台所 ･土間 ･蔵の周辺

の状況を確認 した｡主屋の土間から台所にか

けて トレンチを4箇所設定､掘り下げた｡上

層で遺構検出を試みた後に下層確認の掘り下

げを行った｡

米 ･雑蔵では湯殿との間にトレンチを設定し

た｡湯殿の延べ石が新 しい盛 り土の上に敷設

されていることや､下層にごく部分的に焼土

が堆積している状況を確認した｡

また､米 ･雑蔵にかけては石積みが見られ､

蔵の構築に際して地業を施した可能性が考え

られた｡

衣裳蔵の近辺に トレンチ2箇所､中庭､ 池

に対しては ｢十｣字の トレンチを配した｡

丁

トレンチ配置図 (1/250)
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第5トレンチ平面 ･土層図 (1/30)
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第3トレンチ土層図 (1/25)

台所の トレンチ土層と米 ･雑蔵南側の トレ

ンチ土層図を示した｡

台所付近では､下層を確認する目的で 1m

程度掘り下げた｡いずれの トレンチも基本的

な屑序はほぼ同じで､現況の土間面から整地

土､レキ層､整地土の順であった｡遺物は小

片のみであったが､下層で18世紀の製作年

代を示す遺物があり､焼土面や炭化物が無い

ことから､いわゆる ｢寛政の大火｣に被災し

ていない土地履歴を確認した｡

19頁の図は､池の周辺の トレンチである｡

近代以降の盛り土や､水路の蓋石を確認したO
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第7トレンチ土層
1 黒灰色土(カラミ多く含む)

2黄褐色粘質土 (よく締まる)
3黒褐色土
4黄褐色土 (黒色等分で混ざる)

5時灰黒色土
6灰色砧貿土 (黄色粘土ブロック混ざる)

7黄色枯質土(砂が微丑混ざり､2と似る)
8明灰色祐実土(赤色.白色の5- 10mmの粒子を含む)

9明黄色粘貨土(ブロック状に入る)

10黒色土(杭を打った時期に入ったものかつ)

11暗灰色土 (黄色粘土が混ざり.硬く締まる)
12黒灰色枯質土(砂状粒子を含む)

13暗褐色土

14暗褐色土(赤色粘土を少i､5mm程の白色粒子を多く含む)

15黒色砂質土(カラ三,小さな襟を全体に含む)

16濃灰色枯質土
17灰黄色砂質土

18白黄色粒質土

19時黄色枯貿土(2と似る)

20明灰色粘文士(黄色粘土ブロック混ざる)

21黒灰色粘貿土
22明灰色粘質土(黄色土ブロック混ざる)
23明灰黒色土(砂状粒子混ざる)

24黒色土(灰を多く含む)
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1濃灰黒色土
2茶褐色土

3灰褐色土(締まり悪い)
4黄褐色粘土

5黒褐色土(やや枯賀)
6黄褐色‡占笑土(付近の壁土か?)

9責灰色土 20.黒褐色土(掘り込み痕か?)
10黒褐色土(5と似る) 21明茶褐色土

ll.灰褐色土 22明茶褐色土(21に似るが､締まり悪い)
12明灰褐色土(白黄色粘土含む) 23黒色砂粒土
13黄褐色土(粘土混ざる)

14黒褐色土(締まり悪い)
15黒褐色土(小礁層)

16黒色砂礁層
17_黒灰色土(小襟､マンガン暦)

7灰褐色土(黄色粘土のブロック混ざる)18灰茶褐色土(小襟多く含む)
8黒灰色土

1明檀色粘貨土
2.暗褐色土
3褐色土(多くのカラミや小
裸､瓦を含み､非常に固く
締まる)
4明槙色粘巽土(lよりも固

く締まる)

5.時黄褐色粘笑土(4に似る)
6.褐色抄暦(1-5mm大の黄
色粒子を含む)

7明褐色粘様暦(2-5cm大
の小襟､カラミ､瓦を含み､
非常にEElく締まる)
8.明褐色土(固く締まった白色

の抄塊を含む)
9褐色土

19.秒層



Ⅲ 電線類地中化工事に伴う
城上神社前の調査

1調査場所

大森町ハ 3番地 2他

2調査期間

平成11年12月15日～平成12年2月 3日

3調査日的

電線類地中化工事に伴う確認調査

(城上神社前地区)

4調査面積 48m2

5調査概要

大森代官所周辺は平成10年度に主要地方道

仁摩瑞穂線の改良に伴って､電線類地中化工

事が行われた｡

遺構の保全を図るため､地中化管路及びボ

ックス設置個所は工事立会を行った｡

立会中に検出された遺構は､掘削が避けら

れらない場合について､実測図作成､写真掘

影の記録作業を行った｡

管路で検出された遺構は右横の遺構であっ

た｡代官所周辺では､近代以降に道の嵩上げ

が行われており､舗装面を除去した段階から

約 1mほど盛り土が認められた｡したがって､

検出の石積み遺構も明治期や､近代の造作に

よるものがほとんどであった｡

ボックス設置個所については､掘り下げが

最深で3mを測る城上神社前において遺構面

が確認され､記録保存ための調査を行った｡

上層から近現代の延べ石による建物基礎を

確認｡記録作業の後､工事と並行で順次掘り

下げた｡現況路面から約 1m下がったところ

で､江戸後期の面を検出した｡

現況は道路であったが､ほとんど区画を変

えることなく道路面として機能していた状況

を確認した｡

2m下がったところで道を横断する水路と

それに伴う石蓋を確認｡下駄などの遺物も多

数出土し､江戸初期の建物跡が検出された｡

礎石には柱が残り､壁体が残存していた｡

さらに堆積土を除去したところ､それまで

の道幅から約50clll銀山川に寄ったところで

河原石積みの満を検出した｡上面から数えて

第 4面となるこの遺構面や整地土からは16世

紀代に遡る遺物が出土した｡

出土遺物のうち､陶磁器の一部を25頁に掲

載している｡

城上前 21

調査地点から見た大森の町並み



【城上神社前】

礎石と壁土､下駄の出土状況

水路検出状況

- 22 城上前

第3面の状況



城上前 23

溝内遺物出土状況

第4面の状況



24 城上前

第3面遺物出土状況
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Ⅳ 本谷遊歩道整備
関連調査

1調査場所

大森l町イ940番地 1他

2調査期間

平成14年6月21日～平成14年 7月12E]

3調査日的

都市公園石見銀山本谷遊歩道整備に係る

遺構確認調査

4調査面積 30m2

5調査概要

本谷遊歩道は､都市公園石見銀山公園遊歩

道整備によって平成12年度から着手された

整備事業である｡大田市教育委員会は､大田

市建設部都市計画課から事業実施にあたって､

工事の立会を依頼されていた｡

史跡指定地内に敷設される電気､水道管部

分については､ハンドホール及び管路の立会

を行い､土間面もしくは遺構面が検出された

時点で､掘り下げを止めて盛り土によって被

覆した｡

金生坑前の調査前

また､平坦面と現況の道を確認するために

トレンチを2箇所設定し試掘を行った｡

1箇所は金生坑前平坦地に長さmの トレン

チを設定､現況の道から平坦面の状況を確認

した｡

本谷地区調査区位置図 ●トレンチ設定箇所

- 26 本谷



調査の結果､ トレンチ中央に礎石列､幅

2.5m程の石敷き遺構を検出した｡

礎石列と石敷き遺構はほぼ同時期の遺構と

見られ､周辺の溝跡や岩盤加工の状況及び出

土遺物から明治期の建物跡と判断した｡

また､現道は明治期の建物跡より新しい可

能性が確認され､ 幅約90cnlであった｡

明治期の遺物が大半であったが､斜面から

の崩落土近世初頭の唐津片なども出土し､本

谷の年代開発に係る資料を得た｡

もう-箇所のトレンチは大久保坑前の谷を

挟んだ対岸の平坦面に2×3mで設定した｡

出土遺物は､表土下約20cnl掘 り下げたと

ころ土間面を検出した｡遺物はほとんど明治

期の遣物であり､この平坦面が明治期に利用

されていた状況を確認した｡

大久保間歩前の現況

金生坑前トレンチ平面図 (1/50)

本谷 27

金生坑前礎石検出状況
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